
都心の魅力にあふれ、文化と伝統が息づくまち千代田

千代田区
歴史・見所・名所
千代田区は、江戸城を中心に発展した地域であり、江戸時代から政
治・経済・文化の中心として歴史を刻んできました。
明治１１（１８７８）年に麹町区と神田区が設置され、昭和２２（１９４７）年に両
区が合併し、千代田区が誕生しました。なお、「千代田区」という名は
江戸城の別名「千代田城」にちなんだものです。
千代田区は江戸城の面影を今なお残す皇居のほか、立法（国会議事
堂）、行政（首相官邸や霞が関官庁街）、司法（最高裁判所）の三権の主
要機関、世界的なビジネス街として発展する丸の内・大手町、落ち着
いた景観とたたずまいを見せる番町・麹町、電気街やポップカル
チャーの発信地である秋葉原、古書店街の神保町、スポーツ店街の小
川町、繊維街の岩本町など、他に例のない多様で特徴ある街並みが形
成されています。
また、千代田区には国の指定を受けている文化財が多数あります。
昔の姿を残している江戸城跡・江戸城外堀跡・常盤橋門跡や、近代都
市の発展を伝える東京駅丸の内駅舎・明治生命保険相互会社本社本館
等があり、江戸・東京の歴史・文化を伝える重要な文化資源となって
います。

概要
【地理】
千代田区は、２３区のほぼ中央に位置し、中央区、港区、新宿区、文
京区、台東区に接しています。また、区には、神田川及び神田川から
分派した日本橋川が流れています。区の面積は１１．６６㎢で、２３区で１９
番目の大きさです。
【人口】
千代田区の人口は、一時４万人を割り込むまで減少したものの、平
成１２年を境に都心回帰の流れ等の中で増加に転じ、現在では６万７千人
に達しています。一方で、千代田区は通勤・通学者が非常に多く、令
和２（２０２０）年の国勢調査では昼間人口は９０万人を超えています。昼夜
間人口の比率は十数倍に及び、全国でも群を抜いています。
【特徴的な施策】
千代田区では、全国で初めて罰則付き路上喫煙禁止を盛り込んだ

「生活環境条例」の制定や２３区内で唯一の区立中高一貫校である「九段
中等教育学校」の創設、全国初の幼保一元化園である「こども園」の創
設等、独創的で独自性のある施策を実施しています。

主要課題
日本の人口はすでに減少傾向にある中で、千代田区の人口は、今後
も増加が見込まれており、行政需要は拡大することが想定されます。
また、新型コロナウイルス感染症により厳しい影響を受けた区民生活

面積 ………………１１．６６㎢
世帯数…………３８，００２世帯
人口………………６７，２７６人
（うち外国人）……２，８５３人
予算 ………………６９２億円
職員数 ……………１，１９７人

皇居
区の中央には皇居が位置して
いる。

千鳥ヶ淵
桜の名所である千鳥ヶ淵。緑
道には約２６０本の桜が植えら
れている。

日比谷公園
明治３６年に開園した日本初の
近代的な洋風公園。令和５年
に開園１２０周年を迎える。
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や地域経済については、単に回復をめざすのではなく、区民生活のさ
らなる発展につなげていくことが重要です。加えて、デジタル技術を
活用した行政サービスのオンライン化など、新たな時代に対応した取
組みが求められています。
⑴ 自分らしく健やかに暮らし、笑顔で成長しあえるまち
障害があっても、高齢になっても誰もが生涯を通じていきいきと心
豊かに生活することができるよう、障害者、高齢者、子どもなど包括
的に支援できる取組みを行います。
また、すべての子どもたちが誰ひとり取り残されることなく、将来
にわたって幸せな生活を送ることができるよう、家庭と地域、学校・
園が一体となって共に子どもたちを育むまちの実現や子育て支援、教
育に取り組んでいます。
⑵ 集い、つながり、活気とにぎわいのあるまち
千代田区では、マンション居住者が増加しており、約９割がマン
ション等の共同住宅に居住しています。このような状況において、地
域のつながりが希薄となっています。さらに新型コロナウイルスの感
染拡大により、対面でのコミュニケーションの機会が減ったことで、
地域コミュニティの希薄化が懸念されています。そのため、デジタル
ツール等を活用し、地域コミュニティを活性化する取組みを進めてい
ます。
また、商工・観光等においては、中小企業への支援を行うととも
に、新たな産業の可能性にも着目し、地域のにぎわい創出や魅力向上
のための取組みを行います。
⑶ やすらぎを感じ、安心して快適に暮らせるまち
令和３（２０２１）年５月に改定した「千代田区都市計画マスタープラン」で
描いた将来像「つながる都心」の実現に向け、区に住み、働き、学び、
集う、多彩な人々をつなげ、人やまちを豊かにする取組みを行います。また、令和３（２０２１）年１１
月に「千代田区気候非常事態宣言」で表明した、２０５０年までに区内の二酸化炭素排出量実質ゼロを
実現するための取組みを進めていきます。
●地方との連携による共生社会の実現
千代田区は、地方と、エネルギーや食料など経済活動・生活全般にわたって互いに支え合って
いることから、お互いの強みを活かし、相互に補完し合い、さらに連携を強化していく必要があ
ります。地方との連携の推進にあたっては、行政間の連携に加え、民間主導の取組みへの参加ま
たは側面的な支援・関与等、産学官連携による地方との連携事業にも積極的に取り組んでいきま
す。

将来展望
区では、平成１３（２００１）年に策定した「千代田区第３次基本構想～千代田新世紀構想～」の実現に
向けて、施策を展開してきました。
しかし、現基本構想の策定から約２０年が経過し、千代田区の人口は増加傾向に転じた一方で、
少子・高齢化の影響により、我が国の人口は減少傾向が続いているなど、千代田区を取り巻く環
境は大きく変わっています。さらに新型コロナウイルス感染症、首都直下地震や地球温暖化な
ど、区民の命や暮らしに直結するような様々な課題に直面しています。
そのため、千代田区では、時代の変化に的確かつ柔軟に対応し、持続可能な地域社会を築いて
いくため、令和５（２０２３）年に新たな基本構想を策定する予定です。

神保町
古書店が立ち並び、最近はカ
レーの街としてもにぎわって
いる。

秋葉原
電気街やポップカルチャーの
発信地として知られる。
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